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整 理 番 号  2019P-125 

補助事業名  ２０１９年度 お年寄りが幸せに暮らせる社会を創る活動 補助事業 

補助事業者名  社会福祉法人 パール 

 

１ 補助事業の概要 

（１）事業の目的 

急速に高齢化が進むなかで、認知症高齢者の増加、核家族化の進行や家族の介護機

能の低下等による、高齢者・障がい者等の生活・介護の課題の解消を目的とし、 

①介護や生活環境、心身の問題等で悩んでいる方の負担を減らす 

②住み慣れた地域で自分らしい生活を人生の最後まで続ける事ができるよう地域で

協力してサポートする。 

 

（２）実施内容 

1. 相談事業 

電話相談…電話での専門相談員による相談。 

面接相談…実際に来所者していただいての面接相談。 

専門相談…医師、看護師、弁護士、学識経験者等による相談。 

 

 

2. パールライフ/毎週月曜～金曜に高齢者の居場所を提供。 

理学療法士や機能訓練指導員、太極拳講師による健康体操・転倒予防など。

コーラス・書道・茶道・俳句・英語・日本画・健康麻雀・映画鑑賞など日替

わりでプログラムを提供。また、参加者が希望するプログラムを取り入れて

実施。施設を開放する。 

 

 

  

茶道教室 太極拳 
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3. 介護予防教室/隔週土曜日に開催。 

バイタルチェック、理学療法士による骨折予防トレーニングを行い、栄養士

による栄養レクチャー、季節ごとの創作活動・レクリエーション・頭の体操

などを行なう。 

 

  

理学療法士による健康体操 レクリエーション 

 

 

4. 小冊子作成 

寄せられた相談内容を事例報告書として冊子を作成。同じ悩みを抱えて苦し

んでいる方やそのご家族方に参考にしていただくため、また、事例集をきっ

かけに抱え込んでいた悩みの解消・改善の方法等をお示しする。 

 

 

２ 予想される事業実施効果 

人生100年時代と言われる今、高齢者は益々増加し、公的サービスでは支援が困

難な方は大勢いらっしゃいます。そういった方の受け皿は今後も必要であり、現

行の介護保険の制度設定では補えない部分を自発的に行うことで、利用者のニー

ズや、地域の課題を見出すことにつながり地域住民や行政等へどのように関わり、

そしてどのように支えあっていくべきか考えるきっかけになります。 

また、相談窓口を設けることで悩みを抱える方や、地域で共生していく方々が

安心して暮らせる地域社会を創り上げていくことが可能となると考えます。 
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３ 補助事業に係わる成果物 

（１）補助事業により作成したもの 

事例集「社活研 あなたの相談室-主な相談事例から- Q&A」 

 

   

   

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）（１）以外で当事業において作成したもの 

なし 

 

４ 事業内容についての問い合わせ先 

団 体 名： 社会福祉法人パール（シャカイフクシホウジン パール） 

住   所： 〒150-0035 

東京都渋谷区鉢山町3番27号 

代 表 者： 理事長 新谷 弘子（シンタニ ヒロコ） 

担 当 部 署： 社会福祉活動教育研究所（ｼｬｶｲﾌｸｼｶﾂﾄﾞｳｷｮｳｲｸｹﾝｷｭｳｼﾞｮ） 

担 当 者 名： 渡邊 一司（ワタナベ ヒトシ） 

電 話 番 号： 03-5458-4811 

F A X： 03-5458-4817 

E - m a i l： watanabe@shibuya-pearl.or.jp    

U R L： http://www.shibuya-pearl.or.jp/ 
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